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二辣 繭

ぅlt:弯 亀ゝ1・て

日時 :8月 21日 (土)13:00～ 16:00
項目 :新人研修

会場 :浦和区役所 保健センター

内容 :さいたま市における介護保険制度

講師 :柳沢 賢司氏

日時 :9月 18日 (土)14:00～ 16:00
項目 :Aブロック研修
会場 :扇の森 地域交流スペース

内容 :事例検討勉強会

講師 :野中 猛 氏

～申請から請求まで～
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日時

項目

会場

内容

講師

10月 16日 (土)調整中
全体研修

調整中

ケアマネジメント手法勉強会

浅見 隆之 氏

11月 13日 (土)調整中
Bブロック研修

調整中

勉強会・講演

丸木 雄一 氏

研修案 内
平成16年度さいたま市介護支援専門員協会研修日程



平成 16年度通常総会開催される
6月 19日 (土)さ いたま市文化センターに
おいて、平成 16年度通常総会が開催されま
した。

会員の出席者は今年も104人を数え、昨年
同様、来賓にさいたま市保健福祉局福祉部長

小林 昇様をはじめ各区の高齢介護課課長を

お迎えし盛大に行われました。
小林部長からは介護支援専門員が介護保

険制度の中核を担ってきているが、5年目の

見直しを迎えるにあたリケアプランのあり方、

要支援、要介護 1(軽介護度者)のプランの内

容の見直しそして障害者支援費制度との関わ

り、今後よリー層求められるであろう介護支援専門員のスキルアップ等をお話しいただき
ました。議案は会員の皆様に順調に承認され、会長には、ハピネスケア(株)清水 政和氏が

留任、また他の役員もそれぞれ滞りなく承認をいただきました。また、今年度よりこれ

までの全体研修・ブロック研修の他に各ブロックごとに行政交流会を開催する形になります。

平成 16年度 役員名簿 6月 19日現在

役職名 氏 名 事業所名

会 長 清 水 政 和 ハピネスケア株式会社

副会長 野 崎 直 良 特別養護老人ホーム尚和園

副会長 黒 川 康 子 介護老人保健施設きんもくせい
事務局長 野 崎 直 子 財)さいたま市在宅ケアサービス公社

次 長 西間木 幹 子 助さいたま市在宅ケアサービス公社
研修委員長 山 下 和 彦 敬寿園デイサービスセンター

副委員長 松 橋 信 和 ハビネスケア株式会社

広報委員長 内 藤 和 子 くるみ

副委員長 金 子  誠 ひばり

監 事 高 柳 倫 子 訪問介護ステーション タッチ

監 事 鈴 木 静 子 ふれあい介護センター さいたま
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西区代表幹事 宮 .本 好 彦 三恵苑在宅介護支援センター

北区代表幹事 岩 男 久仁子 さわやか介護センター・にっしん
大宮区代表幹事 櫻 井 浩 ‐平 白菊苑在宅介護支援センター
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南区代表幹事 鶴ヶ崎 弥 生 埼玉ライフサービス株式会社

中央区代表幹事 深 見  哲 ナーシングヴィラ与野在宅介護支援センター

桜区代表幹事 池 田 純 子 在宅介護支援センター大久保
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平成 16年度  会長就任挨拶

ハ ピネスケア株式会社

清  水  政 和
この度、平成 16年 6月 19日 の通常総
会にて会長の承認をいただき、今期にて 2

年目を努めさせていただきますハピネスケ
ア株式会社の清水 政和でございます。
私も介護支援専門員として介護保険制度が
始まってからこの4年間一気に走ってきた
ように思えます。今後も介護保険制度の抜
本的な見直しを控え、色々な見直しが行わ
れると思いますが、平成16年度にても基本
を押さえながら新に「レベルアップと情報
の共有化」を掲げ、意見交換ができる場を
提供できるように行政との話し合いを役員
共々薦めていきたいと考えております。ま
た、介護支援専門員として介護保険制度の
一端を担う大切な職務である事を常に念頭
に置き更なる行政や各協会との体制の充実
を図りたいと考えております。
最後になりましたが会員諸氏の一層のご

支援ご協力を賜りますようお願い申し上げ
るとともに、皆様方のご活躍を期待し就任
の挨拶と変えさせていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

平成 16年度通常総会



修

幸

養 老 孟 司 氏

養老流 福論とは「老いを生きる」

養老孟司氏プロフィール
昭和 12年 神奈川県鎌倉市に生まれる。

昭和37年 東京大学医学部卒業 (解音J学を専攻)
昭和42年 医学博士号取得
昭和56年 東京大学医学部教授に就任
平成 10年 東京大学名誉教授

平成 元年 『からだの見方』(筑摩書房)でサントリー学芸賞受賞
平成 15年 『バカの壁』(新潮社)で毎日出版文化賞受賞

趣 味 :虫採り

こんにちは養老でございます。
今の社会においての業務はたいはんが情報処理にウエイトが置かれています。例えば医療、
これもまさに情報処理なんですよ、検査の結果、要は数値から追っていくんです。
その数値を見て判断しクスリを出すんです。但し、情報(数値)と はそこで止まってしまって
いるんです。情報は変化してはいかないんです。
現代人の多くは「私はわたし」こう思っているはずです。「私の本質は決して変わらない」
「個性は変わらない」とよく聞かれますが、それでは変わらないものとは何でしょうか。先
ほどもお話したように 《情報》なんです。
《情報》とは、変化をせずそこで止まっている物なんです。だから変化を嫌う今の人たちは
育たないんです。
それでは先ほど話にでた「個性」とは何か、私はよく壇上から皆さんを見渡しながら話す
機会があるのですが、まあ、よくこれだけ色々な顔があるなあと思って見ています。しかし、
これが「個性」なんです。そう、「個性」は『身体』なんです。
今の日本、または世界では多くの人たちが′さに個性があると思っています。これは固定観念
なんです。
個性豊にとよくいわれますが、感情(心)で考えてみて下さい。電車に乗っていて 1人で笑っ
ていたら周りに誰も居なくなります。また、葬式で大笑いしていたらたたき出されます。い
いですか感情は共通なんです。誰もが共通に持っていて共通のものでなくてはいけないんで
す。では、感情に(心)個性のある人はどんな人か、簡単です。精神科です。他人が理解不能な
ことをおこなう。これこそが″卜の個性なんです。これは理解できてはいけないんです。理解
できてしまったら患者になってしまいます。これこそが″卜の個性なんです。
皆さんの心は、感情は共通のものでなくてはいけないんです。心には個性はないんです…・。
個性とは始めからあるもの、だから身体なんです。
さて、本来人間は変わっていくものです。変わるということを認めることが非常に大事です。
年をとるということは変わっていくということです。「私はわたし」。「私の本質は変わらな
い」そう考えている人たちは上手に年をとれません。年をとれないということは当然、上手
に死ぬことはできません。人は変化していくということを認めないといけないんです。年を
とるということは変わっていくということなのです。変化がなくてはいけないのです。今日
の自分と明日の自分は違うのです。そして変わるからこそ人は育ち老いを受け入れ大住生で
きるのです。 (抜粋)

最後に副会長の黒川さんより花束をお送りし盛大な拍手のもと終了しました。



さいたまやすらぎの里 松 本 幸 司

見沼区の春岡地区に広がる田園風景。その中を綾瀬り||が流れている。
職場の休憩場(サボリ場!?)から見渡せる光景だ。まだ主の来ていない田
んぼは、鴨の親子が見張り(?)を しており、空を見上げれば名も知らぬ
鳥が何羽も行きかい囀つている。緑に縁取らねた川の土手を散歩してい
る人が見える。ここは時間の流れが違つているようだ。(奥に見える東
北自動車道でナゼそれほど急ぐのかつていうほど車が飛ばしているのだ
力`・…。)

ある日、ふと気がついた。毎朝のように釣りに来ているジイサンがいる。空が自む頃自転車でやつ

てきて、太陽が昇りきるころにはいなくなつている。釣れているのかどうかは見えないが、毎朝のよ
うに同じ場所にやつて来る!意を決してある朝話しかけてみた。間けばコノ川で良く釣れるのはココ
だけだ。「こないだは、とても大きなフナが釣れた―・」などなど、釣り自慢が始まつた。(釣り人の
話は手を縛つて聞け。でないと釣つた魚がどんどんでかくなる。つて誰かが言つていたつけ。)本当
かなぁと思いながらうきを眺めていたら、ピクピクと動き始めた。大きさはともかく釣れるのは本当
のようだ.…。

自分の居場所があるつていうのは、幸せなんだろうなぁ.…なんて思いながら今日もジイサンを眺め

ながら一服.中0天気がいいから今日もいるなぁ.… 明日も元気に来るかなぁ.… なんて勝手に安否確認を
させていただくのが 1日の始まりのお仕事(?)になつている。 ジイサン、今日は釣れましたか!?

一〓

アンケートBOXから ～総会に参カロして～
「人は変わる」「一歩踏み出す勇気」等勉強になるお言
葉をいただき、今回参カロして良かつたと思います。

個性は変わらない、個性は当たり前、物事の本質を問い
直されました。

ボランティア紹介

伊藤 修さん
昨年より広報誌の表紙を

描いてもらつています。

事務局より

1.平成16年度会費納入について

当協会の運営は会員様の会費で運営されております。未納の方は至急

下記口座にお振込み下さい。

郵便局口座  口座番号  記号 10320番号 76599611
加入者名  さいたま市介護支援専門員協会

※ 事業所名で振り込んだ場合、同事務所に複数の会員がいる場合特定できませんので
会員名で振り込んで下さい。事業所名で振り込んだ場合は、振込日。事業所名 。会

員名を事務局まで御連絡ください

2.会員の住所、事業所等登録事項に変更があった場合や入会希望の場合

事務局までご連絡下さい。

さいたま市介護支援専門員協会 事務局 野崎 西間木
(財)さ いたま市在宅ケアサービス公社内

電話番号 048-645-7470 FAX 048-645-7500

ホームページ http://www。 1。odn.nejp/saitamasikeamane/


